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a）回答者地域 b）性別

c）年齢
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1.回答者情報
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牛群規模

牛舎衛生

飼養管理（個別給与、TMR等）

飼養形態（繋ぎ、フリーストール等）

牛体管理

ストレス対策（暑熱等）

乾乳期管理

搾乳形態（パイプライン、パーラー等）

搾乳技術

搾乳システムの保守管理

搾乳システムの分析

敷料の種類

敷料の交換頻度

牛舎構造・設計

その他

a） 乳房炎の多い農家と乳房炎の少ない農家での管理状態のちがいは
どこにあると思いますか。（５つ選択）

（人）

2.担当地域の農家について

2-1.担当地域の農家の特徴について
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搾乳人数

家族構成

雇用者の有無（バイト含む）

農家の意識・取り組み

獣医師への治療依頼頻度

その他

b） 乳房炎の多い農家と乳房炎の少ない農家での人的要素のちがいは
どこにあると思いますか。（１つ選択）

（人）

2.担当地域の農家について

2-1.担当地域の農家の特徴について
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産次数
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年齢

栄養状態

他の疾病（代謝病、感染症）の罹患状況

形質的遺伝（乳房付着の強さ、乳頭の形・長

さ・向き、搾乳性等）

その他の遺伝（遺伝子レベル）

泌乳ステージ

その他

１つの農家において、乳房炎になりやすい牛と乳房炎になりにくい牛の
ちがいはどこにあると思いますか。（３つ選択）

（人）

2.担当地域の農家について

2-2.担当地域の牛の特徴について
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自分達で

検査する

60%

外部業者

に委託す

る

28%

検査しな

い

12%

a）あなたの診療所では細菌培養検査を実
施していますか。（１つ選択）

できる

72%

できない

28%

b）あなたは、細菌培養検査ができます
か。（１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-1.細菌培養検査および薬剤感受性試験について
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活かす

99%

活かさな

い

1%

a）あなたは原因菌種の情報をその後の治
療に活かしますか？ （１つ選択）

活かす

96%

活かさな

い

4%

b）あなたは薬剤感受性結果の情報をその
後の治療に活かしますか？ (１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-1.細菌培養検査および薬剤感受性試験について

日本家畜臨床感染症研究会

プレゼンター
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SA（S. aureus）

CNS（coagulase-negative staphylococci）

OS（other streptococci）

CO（Coliforms）

AP（Arcanobacterium pyogenes）

酵母様真菌

その他の菌種

区別していない

あなたは、診療時に現場で臨床症状等によりどのような原因菌を予想、
区別していますか？（複数回答可）

（人）

3.乳房炎の診断および治療について

3-2.原因菌の予想および区別について
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必ず診療時に

農家で牛を確

認する

28%

必ず後日農家

に連絡して確

認する

14%

必ず後日カル

テにて確認す

る

26%

正直特に気に

かけていない

32%

あなたは乳房炎の予後をどのような手段で確認していますか？
（１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-3.予後の確認について
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プレゼンター
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抗生剤投与（全身）

抗生剤投与（乳房局所）
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頻回搾乳

動脈注射

乳房内洗浄

治療しない

その他

a） 大腸菌性乳房炎の治療時によく行う治療法は何ですか？（複数
回答可） （人）

3.乳房炎の診断および治療について

3-4.大腸菌性乳房炎の診断治療について
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抗生剤

高張食塩水

ステロイド剤

非ステロイド剤

オキシトシン

Ca剤

b） 大腸菌性乳房炎の治療時に次の薬剤の中で使用するものを
選んでください？（複数回答可）

（人）

3.乳房炎の診断および治療について

3-4.大腸菌性乳房炎の診断治療について
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プレゼンター
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カナマイシン

11%

セファゾリン

47%

アンピシリン

15%

オキシテトラ

サイクリン

16%

ニューキノロ

ン系 7%

セフチオフル

Na 1%

使用しない

1%

その他

2%

c） 全身投与する際に最も使用する抗生剤の種類は何ですか？
（１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-4.大腸菌性乳房炎の診断治療について
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プレゼンター
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図8c



96

32

44

103

52

0 20 40 60 80 100 120

薬剤感受性の結果に基づく

殺菌性の抗生剤だから

静菌性の抗生剤だから

ほどほどに感受性を持っている薬剤だ

から

その他

d） 上記の抗生剤の使用を選んだ理由は何ですか？（複数回答可）

（人）

3.乳房炎の診断および治療について

3-4.大腸菌性乳房炎の診断治療について
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プレゼンター
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乳汁性状

乳房の局所症状（熱感、疼痛、腫脹）

体温

皮温

耳介温

心音・心拍数

後躯蹌踉

起立の可否

便性状

眼結膜充血

沈うつ

その他

e） あなたが大腸菌性乳房炎の重篤度の診断として特に参考に
する臨床症状は次のうちどれですか（複数回答可）。

（人）

3.乳房炎の診断および治療について

3-4.大腸菌性乳房炎の診断治療について
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プレゼンター
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乳房炎軟膏注

入のみ

30%

乳房炎軟膏と

感受性薬剤の

全身投与

37%

乳房炎軟膏と

タイロシンの

全身投与

24%

治療しない

4%

その他

5%

a） SA乳房炎の泌乳期治療はどのように行いますか？（１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-5.黄色ブドウ球菌性乳房炎の治療について
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ペニシリン系

16%

セフェム系

76%

アミノグリコ

シド系 1%

テトラサイク

リン系 0%

マクロライド

系 2%

使用しない

3%

その他

2%

b） SA乳房炎の泌乳期治療（局所治療）に使用する抗生剤の
うち、最もよく使用するものはどれですか？（１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-5.黄色ブドウ球菌性乳房炎の治療について

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図9b
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乳房にしこりがある
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ブツがない

乳頭先端が損傷している

乳頭先端が損傷していない

前産SA歴がある

前産SA歴がない

その他

c） SA乳房炎の泌乳期治療はどのような牛に行いますか？
（複数回答可）

（人）

3.乳房炎の診断および治療について

3-5.黄色ブドウ球菌性乳房炎の治療について
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ンの全身投

与
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治療しない

3%

その他

4%

d） SA乳房炎の乾乳期治療はどのように行いますか？（１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-5.黄色ブドウ球菌性乳房炎の治療について
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e） SA乳房炎の乾乳期治療（局所治療）に使用する抗生剤の
うち、最もよく使用するものはどれですか？（１つ選択）

3.乳房炎の診断および治療について

3-5.黄色ブドウ球菌性乳房炎の治療について
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乳頭先端が損傷している

乳頭先端が損傷していない

前産SA歴がある

前産SA歴がない

その他

f） SA乳房炎の乾乳期治療はどのような牛に行いますか？（複数
回答可）

（人）

3.乳房炎の診断および治療について

3-5.黄色ブドウ球菌性乳房炎の治療について
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搾乳システムの設計

搾乳システムの保守点検

搾乳システムの分析

搾乳者の数

牛舎設計

換気システム

乾乳方法（急速、斬減法）

乾乳軟膏の不使用

飼養密度

飼養管理

子牛との同居

乳頭損傷（荒れも含む）

乾乳牛の管理

その他

a）あなたが次の乳房炎発生要因の中で特に問題が多いと思うものは
何ですか。（５つ選択）

（人）

4.乳房炎の予防について
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牛体管理指導
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経済損失の提示

指導後のモニタリングとフォローアップ

その他

b）あなたは乳房炎予防のための指導で特に必要と思われるものを
選んでください。（３つ選択）

（人）

4.乳房炎の予防について
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図10b



c）次のうち特にあなたの苦手な分野は何ですか？（１つ選択）
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苦手な分野はない

（人）

4.乳房炎の予防について
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自信がある

5%

まあまあ自信

がある

42%やや苦手であ

る

36%

苦手である

17%

乳房炎の治療に対する自己評価をお聞きします。（１つ選択）

5.乳房炎の治療に対する自己評価について
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プレゼンター
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飼養管理技術の向上

搾乳技術の向上

乾乳期の衛生管理
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経済的評価システムの構築

診断技術の向上

治療技術の向上
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効果的な防除マニュアルの構築

獣医師の乳房炎に対する理解度の向上

その他

乳房炎を防除していくために、大きく寄与すると思うものは
何ですか？（３つ選択）

（人）

6.乳房炎防除の未来に向けて
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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